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一 般 (個 人) 質 問 通 告 一 覧 表

令和８年第２回笠岡市議会定例会

３月５日・６日・９日(３日間)

通 告 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 答 弁 者

１ 西山 博行 １ 小学校統合

準備の進捗に

ついて

２ 笠岡市のま

ちづくりにつ

いて

(１) 吉田小学校と新山小学校並びに陶山小学

校と城見小学校の統合に係る準備委員会に

ついて，以下尋ねます。

(ア) 現在，総務部会，通学安全部会，ＰＴＡ

部会，放課後児童クラブ部会，学校運営部

会の各部会において協議が進められてい

ると思いますが，それぞれ現在の進捗状

況をお示しください。

(イ) 進捗を地域住民や市民へ周知していく

ための具体的な方法(当初案とおりか)

と，今後の周知予定について市の見解を

お示しください。

(２) 統合対象となる各小学校では，これまで

地域住民の皆様の多大なる協力を得ながら

｢総合的な学習の時間｣を通じて，それぞれ

の地域の文化や歴史を深く学んでいます

が，令和９年４月からの統合によって校区

が広がるため，統合前と同じような地域に

密着した学習を継続することが可能かどう

か懸念されます。統合後の｢総合的な学習の

時間｣をどのように進めていく方針なのか

市の見解をお示しください。

令和８年度当初予算の基本方針である｢まち

を整える｣の項目において，市長は｢地域それぞ

れの課題を解決していくために，小規模多機能

自治の仕組みを市民の皆様と一緒になって構築

する｣と明言されましたが，この方針を踏まえ，

令和８年度において，市のまちづくりを具体的

にどのように進めていく予定なのか尋ねます。

教育長

〃

教育長

市 長
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３ 笠岡市の情

報発信(ＰＲ)

について

(１) 現在，本市では公式サイトをはじめＸ，フ

ェイスブック，インスタグラムにおいては

広報アカウントの新設により３つのアカウ

ントが運用され，多様な媒体で情報発信が

行われていますが，媒体ごとの特性が生か

しきれておらず，アカウントによって発信

力にばらつきがあるように見受けられま

す。現在のこうした情報発信のばらつきや

一貫性の弱さといった課題をどのように認

識しているのか尋ねます。

(２) 令和８年度の当初予算案に，新規事業と

して｢情報発信スキルアップ支援事業｣が計

上されていますが，具体的にどのような層

へ，どのような市の魅力を届け，市政への理

解やイメージ向上につなげていく想定なの

か尋ねます。

(３) 令和８年度は横断的な施策として｢カブ

トガニ未来創生プロジェクト｣が推進され，

予算においてもカブトガニを笠岡市のまち

づくりのシンボルとして強く位置づけてい

く方針が示されているが，カブトガニとい

う強力なコンテンツをもっと前面に押し出

し，効果的に活用すべきだと思います。市の

考えを尋ねます。

市 長

〃

〃

２ 村上 太志 １ 少子化時代

の保育供給体

制と，特別保

育の持続可能

性について

(１) 少子化の局面において，公立・民間を含め

た保育の供給体制(施設配置，公私の役割分

担，定員・適正規模)について，将来像をど

のように描いているか。併せて，就学前教

育・保育施設の再編整備計画(案)の位置づ

け(将来像との関係)を尋ねる。

(２) 公立施設の定員運用において，特例的配

慮が必要なケースも含め，定員・受入れ判

断・利用調整等の基準について尋ねる。

(３) 休日・祝日保育を，今後どのように位置づ

市 長

〃

〃
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け，制度として整理するのか。現行方式の評

価(公平性・持続可能性・安全性)と，本市の

基本的な考え方を尋ねる。

(４) 休日・祝日保育を含む特別保育について，

複数の選択肢(市内での集約・体制再編，広

域連携等を含む)を俎上に載せ，費用・人

員・安全性・利便性で比較，整理した上で方

針を示す考えはあるか尋ねる。

(５) 特別保育を含む制度について，令和８年

度を｢制度設計・合意・決定の年｣，令和９年

度当初から｢制度として実装｣とする方針で

進める考えはあるか尋ねる。

市 長

〃

３ 桑田 昌哲 １ 技師不足へ

の取組及び上

下水道事業に

ついて

２ 笠岡地区農

道離着陸場活

性化ビジョン

について

３ 防災につい

て

(１) 技師の人材確保や育成の取組状況につい

て尋ねる。

(２) 配水池からの基幹配管の耐震化，更新計

画について尋ねる。

笠岡地区農道離着陸場活性化ビジョンは令和

７年度が最終年度となるが，次の３点について

尋ねる。

(１) 将来像の実現のために必要な取組の進捗

について

(２) 新たなビジョンの策定について

(３) 農道離着陸場活性化に資する民間事業者

との連携について

(１) 令和８年１月６日の島根県東部を震源と

する地震における市役所庁舎等の被害状況

について尋ねる。

(２) 防災行政無線による放送が届かなかった

場所があるか。あるとすれば，その原因と今

後の対策をどのように考えているか尋ね

る。

(３) 情報伝達手段の多様化を言われるが，自

助・共助・公助の強化に対する考えを尋ね

る。

関係部長

〃

市 長

〃

〃

市 長

関係部長

〃
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４ 大山 盛久 １ 財産活用に

よる歳入確保

について

市が所有する財産は貴重な財産であり，財政

健全化プランを実施している中，積極的な有効

活用と適正な管理，処分を行うべきであること

を踏まえ，以下尋ねる。

(１) 市が所有するの未利用地の処分や有効利

用に対して，笠岡市公共施設等管理計画に

おけるこれまでの８年間の実績と今後の方

針について

(２) 市が所有する建築物などの処分や有効活

用に対して，笠岡市公共施設等管理計画に

おけるこれまでの８年間実績と今後の方針

について

(３) 現在用途廃止になっている建物・土地は

どのように取り扱うのか。

関係部長

〃

〃

５ 奥野 泰久 １ 笠岡市障害

者雇用対策協

議会設置条例

について

障害者の雇用・就労の促進及び安定を図るた

め，笠岡市障害者雇用対策協議会設置条例によ

り，2000 年に笠岡市障害者雇用対策協議会が設

置され，障害者の雇用問題について審議されて

いた。しかし，その後 20 年間開催されず現在休

止状況にあると仄聞している状況を踏まえ，以

下尋ねる。

(１) 審議休止に至った経緯について

(２) 現在，市内の身体障害者の数について

(３) (２)のうち，何名が雇用・就労されている

か。

(４) 市長選挙時の公約に，障害者の雇用を全

力でサポートすると掲げられているが，ど

のように対応されているのか。

市 長

〃

〃

〃

６ 仁科 文秀 １ 拠 点 施 設

｢道の駅笠岡

ベ イ フ ァ ー

ム｣をどう変

えるのか

(１) 本市では，道の駅笠岡ベイファームの再

整備を進めるべく，令和７年度にその基本

構想を策定し，令和 12 年度の工事，13 年度

のリニューアルオープンを目指し，スター

トを切ったところであるが，笠岡市がどん

なまちか，どんな見どころがあるか，その魅

市 長
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２ 重層的支援

体制整備事業

について

力を市内外に発信するために，道の駅が果

たす役割，必要な機能について，どう考えて

いるか尋ねる。

(２) 現在，通過施設，短時間滞在施設となって

いる道の駅を，一日中楽しめる滞在型の観

光地を目指す目的とそのための施策につい

て尋ねる。

(３) 道の駅の再整備に着手し工事ができるの

は，早くて令和 12 年度の予定であるが，バ

イパス開通による大幅な来場者の増が見込

まれる中，令和８年度，９年度に対応できる

ことは何か尋ねる。

本市においては，創意工夫をもって包括的な

支援体制を円滑に構築し実践できる仕組みをつ

くるために｢重層的支援体制整備事業｣が推進さ

れているところであるが，厚生労働省は令和７

年度に１自治体あたりの交付金を大幅に下げ，

この交付金の引き下げは令和８年度も続いてい

く。

こうした国の方針転換による交付金減額の影

響について，以下尋ねる。

(１) 本市において，交付金減額の影響が起き

ているか。

(２) 今後も国の交付金が減額になった場合，

この事業計画変更や事業費について本市分

の負担増はあるのか。

(３) この事業について，令和７年度の成果並

びに今後の達成目標と見通しはどのように

なっているか。

関係部長

〃

関係部長

〃

〃

７ 井木 守 １ 市営住宅富

岡団地の建て

替え等，住環

境整備につい

て

(１) 市営住宅富岡団地の建て替え計画は，ど

のようなスケジュールで進められるのでし

ょうか。

(２) 現住民への住み替えなどの説明は，いつ

どのように行われるのでしょうか。

市 長

〃
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２ 国民健康保

険税の県内水

準の統一につ

いて

３ 物価高騰に

対する市民生

活支援につい

て

(３) 市営住宅の空室が目立ちますが，建て替

えや用途廃止の予定以外の市営住宅の空室

の現状はどうなっていますか。

(４) 空室を解消する努力はどのようになされ

ているのでしょうか。

岡山県の資料によると，国民健康保険税の水

準統一について，｢完全統一の前段階である｢納

付金ベースの統一｣(納付金算定に各市町村でか

かった医療費の差(医療費水準)を反映させない

こと)について，令和 11 年度を目標年度とする

ことで県・市町村間で合意した｣とあったことを

踏まえ，以下質問します。

(１) ｢納付金ベースの統一｣とは具体的にはど

ういうことか，また，保険税への影響はある

のか。

(２) 完全統一となった場合，保険税にはどの

ような影響がありますか。

(３) 完全統一により，市民の負担が増えるの

であれば，市として反対すべきではないか

と考えますが，市長の見解を示してくださ

い。

(４) 国は 2027 年から 18 歳までの子供の均等

割について半額免除の方針と仄聞していま

すが，十分とは言えません。市独自の補助

で，18 歳以下の均等割について全額免除す

べきと思いますが，市長の見解を示してく

ださい。

(１) 重点支援地方交付金により令和８年１月

の一般会計補正予算で市民一人当たり１万

円の商品券配布を決めましたが，十分とは

思われません。この交付金は，本市にいくら

配分され，全額が商品券配布事業に使用さ

れたのでしょうか。

(２) 広く市民生活を支えるためには，水道料

市 長

〃

市 長

〃

〃

〃

市 長

〃
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４ 市民の投票

権を保障する

選挙の在り方

について

金の基本料の減免などは考えられないでし

ょうか。

第 51 回衆議院議員総選挙について，以下質問

します。

(１) 選挙の公正さを保障する上でも十分な準

備期間が必要と考えます。政府・中央選挙管

理委員会に対して，選挙の実務を担う地方

自治体が十分に準備できるだけの期間を保

障するよう求めるべきだと考えますが，見

解を求めます。

(２) 期日前投票が増える中で，島しょ部を除

いて，期日前投票所が１か所では少ないの

ではないかとの意見があり，期日前投票所

の増設が必要ではないかと考えます。市の

見解を求めます。

(３) 高齢者から投票所が遠いという声をお聞

きしましたが，投票所を増設する考えはあ

りませんか。投票所へ行くための巡回バス，

特別のタクシーチケットなどの検討，さら

には，期日前の移動投票所の導入などが検

討できないか，市の見解を求めます。

選挙管理委

員会委員長

〃

〃

８ 守屋 基範 １ 市内公立高

校再編への取

組について

２ 地域運営組

織の在り方に

ついて

３ 笠岡諸島の

(１) 県立高校再編に伴う県との協議の進捗状

況についてお尋ねします。

(２) 再編の話し合いの中で見えてきた課題に

ついてお尋ねします。

(３) 今後の本市としての取組についてお尋ね

します。

(１) 今後の地域運営組織の再編の見通しにつ

いてお尋ねします。

(２) ｢対話と協調｣の精神で，市民を交えて協

議する｢市民会議｣のような取組を進め，市

民協働で仕組みを構築する必要性について

お尋ねします。

(１) ２月 19 日，笠岡市離島航路改善協議会が

関係部長

〃

市 長

関係部長

市 長

〃
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航路維持につ

いて

４ 産業振興に

ついて

５ 観光振興に

ついて

開催されて，市は補助航路ではない部分の

赤字補填２分の１を発表されましたが，笠

岡諸島への公共交通の現状と赤字補填２分

の１を決断するまでの経過についてお尋ね

します。

(２) 笠岡市離島航路改善協議会のメンバーに

ついて，島の関係者は各まちづくり協議会

の委員である島民代表のみでしたが，観光

関係者等の委員の選考はどのように考えら

れていますか。

(３) 笠岡市の今後の航路への対応についてお

尋ねします。

(１) 岡山県の１人当たりの県民所得が全国 44

位と地域経済の稼ぐ力が弱まっています

が，本市の市民所得，県内ランキング等の現

状についてお尋ねします。

(２) 本市としての市民所得を向上させるため

の施策についてお尋ねします。

(１) 笠岡市観光協会が設立されて今年で５年

を経過しますが，５年間の取組の検証と今

後の方向性についてお尋ねします。

(２) ｢笠岡市観光振興ビジョン後期アクショ

ンプラン｣が検討されていますが，検討段階

での行政・観光協会・民間事業者・地域団体

の連携で作り上げたものとなっているのか

お尋ねします。

(３) ｢ふるさと住民登録制度｣は令和８年度中

に実施が予定されている国の施策ですが，

関係人口を見える化しマンパワーを確保す

る仕組みと理解しています。今後，関係人口

創出のため検討を進めてはどうかお尋ねし

ます。

関係部長

市 長

関係部長

市 長

関係部長

〃

〃


